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　規模の大きな会社ほど経営後継者の育成はすでに人事
に組み込まれているはずだ。ただ，一部の経営層による
非公式な運用が大半であり，現実には異動・退職に対応
するプラン（計画）に留まっているのではないか。一方で，
今は「人的資本経営」に象徴されるように，経営人材に
は必要なスキルや経験を備えた「人的資本」としての専
門性が問われ，また一定の「開示」が求められる局面を
迎えつつある。つまり，サクセッションはプラン（計画）
では足らず，積極的に経営幹部人材をマネジメントして
いくフェーズに至っているというのが本稿著者らの課題
意識だ。この前提に基づき，本稿ではあえて「サクセッ
ションマネジメント」を意識し，概要と方法論を解説い
ただいた。行動特性をベースに科学的なプロセスで候補
者の選抜ができるか，その後，適切な職務経験をどう積
んでもらうか，さらに何をどこまで開示するかも現実的
な検討事項となる。人事からすると適任者を見出し育成
するという合理的なオペレーションであっても，一般の
社員・役員からすると公平感，ひいてはモチベーション
の低下や企業文化の毀損が懸念される事態をも招きかね
ず，自社の「変革許容度」も考慮する必要があると著者
らは指摘する。アセスメント➡選抜➡育成➡配置という
サイクルとともに運用の機微を理解する好機として一読
しておきたい。 （編集部）

サクセッションは「プラン」から「マネジメント」へ
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